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STRDESIGN  V20.1 バージョンアップ項目について  

 
 
 
 
 ※詳細説明は４ページ以降をご覧ください。 

 
＜機能一覧＞ 

No. 区分 内容 詳細 

1 全体 

[①2025 年法改正対応] ※１ 

令第 46 条第 4 項の床面積に乗ずる

値の直接入力 

令 46 条の壁量計算にて、地震力による必要壁量を

算定するための壁量係数を直接入力できます。 

これにより、住木センターが公開する「表計算ツー

ル」および「早見表」で決定した床面積に乗ずる値

で検定することが可能です。 

2 全体 

[①2025 年法改正対応] ※１ 

令第 43 条第 1 項、第 6 項の柱の必

要小径等の直接入力 

柱の小径検討にて、柱の必要小径およびこれを横架

材間距離で除した値を直接入力できます。 

これにより、住木センターが公開する「表計算ツー

ル」および「早見表」で決定した柱の必要小径で検

定することが可能です。 

3 計算 

[②中大規模]【大型対応版】※２ 

耐力壁脚部のロッキング剛性の算

定で、加力方向を考慮した柱脚接合

部の軸剛性 Kc,Kt の設定 

住木センター講習会テキスト「中大規模木造建築物

の構造設計の手引き」対応① 

柱脚金物仕様にKt,Kcを登録し加力方向により耐力

壁脚部の軸剛性を算定するようにしました。 

4 計算 

[②中大規模]【大型対応版】※２ 

水平力に対する柱の検定で低減係

数を考慮 

住木センター講習会テキスト「中大規模木造建築物

の構造設計の手引き」対応② 

水平力による軸力で決まる場合、耐力壁の終局強度

比 Cw より求めた低減係数を、短期座屈検討での短

期許容耐力に考慮するようにしました。 

また、柱頭・柱脚で圧縮力に差がある場合の座屈長

さの算定を考慮するようにしました。 

5 計算 

[②中大規模]【大型対応版】※２ 

水平力に対する梁の検定（短期時）

で低減係数を考慮 

住木センター講習会テキスト「中大規模木造建築物

の構造設計の手引き」対応③ 

梁の設計（短期時）で当該梁に係わる耐力壁がある

場合、耐力壁の終局強度比 Cw より求めた低減係数

を曲げおよびせん断の許容値に考慮するようにし

ました。 

① 2025 年建築基準法改正対応 

② 「木造軸組工法 中大規模木造建築物の構造設計の手引き」に対応 

③ その他の機能強化 
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6 計算 

[②中大規模]【大型対応版】※２ 

水平力に対するせん断用アンカー

ボルトの検定で低減係数を考慮 

住木センター講習会テキスト「中大規模木造建築物

の構造設計の手引き」対応④ 

土台とアンカーボルトの検定で対象柱に Cw が設定

されている場合、アンカーボルトの低減係数を算定

し、アンカーボルトのせん断耐力に考慮するように

しました。 

7 計算 

[②中大規模]【大型対応版】※２ 

基礎梁の検定（設計用せん断力）に

低減係数を考慮 

住木センター講習会テキスト「中大規模木造建築物

の構造設計の手引き」対応⑤ 

基礎梁の設計（短期時）で、当該基礎梁に関連する

耐力壁がある場合、その耐力壁の終局強度比 Cw よ

り低減係数を算定し、せん断の許容値に考慮するよ

うにしました。 

8 入力 

[③機能強化] 

梁の高さ変更による面材・筋かい・

柱の高さ自動調整の ON/OFF 切り替

え対応 

プロパティまたは座標移動により梁の高さを変更

した場合、当該梁に接合する面材・筋かい・柱の高

さを自動調整する機能の有効化・無効化を切り替え

る機能を追加しました。 

9 入力 
[③機能強化] 

補助線の一括削除 

入力した補助線を一括で削除できるようにしまし

た。 

10 計算 
[③機能強化] 

階を跨いだ受材の考慮 

大屋根などで勾配梁を設置する場合、階の異なる部

材（小屋束、柱、梁）でも受材として考慮できるよ

うにしました。 

また、屋根についても、入力階と異なる梁でも屋根

荷重を受けるようにしました。 

11 計算 
[③機能強化] 

梁の検討における柱のホゾ欠損の

考慮 

梁の検討における梁中間部での欠損について、柱の

ホゾによる欠損も考慮するようにしました。 

12 出力 
[③機能強化] 

アンカーボルト種類の描画パター

ンの任意指定 

基礎伏図及びアンカーボルト伏図におけるアンカ

ーボルト種類の描画について、自動設定に加え、任

意でも指定できるようにしました。 

13 出力 
[③機能強化] 

人通口描画方法の追加 

基礎伏図における人通口の描画方法に、人通口描画

下に人通口記号も表示する描画パターンを追加し

ました。 

14 出力 
[③機能強化] 

めり込み防止プレートの描画対応 

各階床伏図において、めり込み防止プレートの描画

に対応しました。 
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※１）（公財）日本住宅・木材技術センターがホームページにて公開する令第 46 条壁量および 
   令第 43 条柱の小径に関する『表計算ツール』および『早見表』を内包した自動設計機能、 
   同説明資料にて記載の『準耐力壁の考慮可能化』『高耐力壁の使用可能化』『構造計算によ 

る安全性確認の合理化』については、今後のレベルアップにて順次対応いたします。 
 
※２）（公財）日本住宅・木材技術センターにて講習会テキストとして配布された「木造軸組工法 
   中大規模木造建築物の構造設計の手引き（許容応力度設計編）」に記載されている内容で、 
   同書籍は、中大規模グレー本として発行される予定です。 
 
  



2024 年 1 月 
富士通Ｊａｐａｎ株式会社 

All Rights Reserved Copyright 富士通Ｊａｐａｎ株式会社 2024 

<4> 

【No.1】[①2025 年法改正対応] 令第 46 条第 4項の床面積に乗ずる値の直接入力 
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【No.2】[①2025 年法改正対応] 令第 43 条第 1項、第 6項の柱の必要小径等の直接入力 
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【No.3】～【No.7】共通事項：中大規模木造建築物の構造設計条件 
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【No.3】[②中大規模]【大型対応版】 耐力壁脚部のロッキング剛性の算定 

加力方向を考慮した柱脚接合部の軸剛性 Kc,Kt の設計 
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【No.4】[②中大規模]【大型対応版】水平力に対する柱の検定で低減係数を考慮 

 

 ｅ）Ｃｗ：当該柱に取り付く耐力壁の終局強度比 

   Ｃｗより終局状態を考慮した短期許容応力度の低減係数Ｃｕを算定し、短期Ｎｋに 

   考慮します。 

    低減係数 Ｃｕ＝ＣＡ／Ｃｗ 

         ここで、ＣＡは柱の終局強度比で１．５固定 

 ｆ）Ｌｋ：座屈長さ 

   座屈の検討が水平力による軸力で決まる場合、柱頭・柱脚で最大圧縮力に差が出る場合、 

   以下の式より、座屈長さを算出する。 

   Ｌｋ＝Ｌ×（０．７５＋０．２５×Ｎ２／Ｎ１） ※Ｎ１＞Ｎ２ 

      ここで、Ｌ：内法長さ 

          Ｎ１、Ｎ２：柱頭・柱脚の最大圧縮力、大きい方がＮ１ 
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【No.5】[②中大規模]【大型対応版】水平力に対する梁の検定（短期時）で低減係数を考慮 

 

 

短期時において、荷重区分が「Ｇ＋Ｐ＋Ｋ」の場合、当該梁に関係する耐力壁の終局強度比

Ｃｗより、終局状態を考慮した短期許容応力度の低減係数を算定し、許容曲げおよび許容せん

断耐力を低減して評価します。 

 

対象梁の低減係数 Ｃｕ＝ＣＡ／Ｃｗ 

         ここで、Ｃｗ：耐力壁の終局強度比 

             ＣＡ：梁の終局強度比で、ＣＡ＝１．５固定 

 

 

 

  



2024 年 1 月 
富士通Ｊａｐａｎ株式会社 

All Rights Reserved Copyright 富士通Ｊａｐａｎ株式会社 2024 

<11> 

 

【No.6】[②中大規模]【大型対応版】水平力に対するせん断用アンカーボルトの検定で低減係

数を考慮 

 

 
 

 ｈ）係数：終局状態を考慮した短期許容応力度に対する低減係数（アンカーボルト） 

    低減係数 Ｃｕ＝ＣＡ／Ｃｗ 

       ここで、Ｃｗ：耐力壁の終局強度比 

           ＣＡ：アンカーボルトの終局強度比（アンカーボルト強度で設定） 
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【No.7】[②中大規模]【大型対応版】基礎梁の検定（設計用せん断力）に低減係数を考慮 
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【No.8】[③機能強化]梁の高さ変更による面材・筋かい・柱の高さ自動調整の ON/OFF 切り替

え対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【No.9】[③機能強化] 補助線の一括削除 
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【No.10】[③機能強化] 階を跨いだ受材の考慮 
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【No.11】[③機能強化] 梁の検討における柱のホゾ欠損の考慮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
梁中間部の断面欠損の考慮に、「短ほぞ差し」を追加しました。 
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【No.12】[③機能強化] アンカーボルト種類の描画パターンの任意指定 

  「アンカーボルト強度」に「描画パターン」を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  作図の「アンカーボルト伏図」と「基礎伏図」に有効な設定です。 

 

 

【No.13】[③機能強化] 人通口描画方法の追加 

  「基礎伏図タイプ指定」の「人通口」に「描画する（＋記号）」を拡張しました。 
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【No.14】[③機能強化] めり込み防止プレートの描画対応 

  各階の「床伏図タイプ指定」に「めり込み防止プレート」の描画有無フラグを追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 


